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目的：近年、コンビニエンスストアで市販されている弁当はその種類が豊富になり、

昼食として手軽に利用できるようになった。本学学生の間でも利用している者は少なく

ない。そこで、よく利用され､ている弁当の品目を販売店別に調べ、その栄養成分のバラ

ンスに偏りがないかどうかを調べた。また、付け合わぜによる補足効果を考え、栄養摂

取に偏りのない、健康的な市販弁当の利用方法を検討した。

方法：①弁当の販売ランキングは前橋市内にある５種類のコンビニエンスストアを選

び、その店から直接聞き取り調査をした。②弁当の栄養成分の調査は各店のランキング

５位までに該当する弁当を購入し、個々に使用されている食材の重量をもとに栄養成分

の含有量を推計したc    ③これを2  0 歳女子に必要な一一日当たりの摂取量の1/3に相当す

る栄養素の充足率と比較した。④栄養素の充足率に偏りの大きなものについては、これ

を改善するためのつけ合わせの食品を選び、補足した結果を検討した。

結果：各店のランキングの一部を順に示すとＡ店は白身魚フライのり弁当、しようが

焼き定食、Ｂ店はのり弁当、ガーリックチキン弁当、C 店はのりしやけ弁当、洋風幕の

内弁当、Ｄ店はのり弁当、ミックスグリル弁当､、Ｅ店はしようが焼きどか弁当、のり弁

当などであった。不足していた栄養素は順にカルシウム、ビタミンＣ、A 効力、が多く、

次いで鉄、食物繊維、ビタミンB 。であった。これらの栄養素の不足は付け合わせをう

まく利用することにより、ある程度改善されることがわかった。

2 Ep － 1

６
１日（日）第Ｅ会場　13 : 00～16 : 00

腹部肥満の指標としての腹囲／腰囲指数

○松山容子＊　高部啓子¨

（ 大゙妻女大学家政*  *大妻女大短大）

【目的】近年健康志向の観点から中高年の肥満が問題とされ、人々の関心も高まって

いる。特に内臓に過剰な脂肪が沈着した腹部型肥満は、成人病と密接にかかわると指
摘されている。この腹部型肥満を簡便にスクII ーニングする手段のひとつとして、体

表の周長である腰囲に対する腹囲の比を用い、男LO 以上、女0.8以上の者を腹部型肥
満と判定するとよいと啓蒙書で提唱されている。本研究ではこの方法による腹部型肥
満判定基準の妥当性を、日本人多数の計測データにより検証することを試みた。

【資料及び研究方法】資料は、1978～83年計測の工業技術院資料の20～50歳代男女、
合計11,900例の、身長、体重、胸囲、胴囲、腹囲、腰囲、上腕最大囲｡、大腿最大囲、
背部皮下脂肪厚、上腕部皮下脂肪厚の身体計測値10項目である。これらを用いて、身

長と体重の組み合わせや推定体脂肪量による各種肥満判定法、及び周長間の指数を算

出した。そして腹部型肥満の全身的な肥満との関連や出現頻度の性・年齢による変化
を統計解析的手法を用いて検討した。

【結果】①腹囲／腰囲の平均値は男女ともに加齢とともに増加する。②腹囲／腰囲と

各種肥満判定法による肥満度とは低いまたは無相関の関係にある。③腹囲／腰囲は、
20歳代男で1.0以上となるのは、普通群の5 名（0.3％) のみであり、一方50歳代女子

では、全員が0.8以上となった。以上のことから腹囲／腰囲の値を適用し、男1.0、女
0.8以上を一律に腹部型肥満と判定することには問題が多いと考えられる。
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